








作られています。

MOGU®は、株式会社MOGUと積水化成品工業株式会社との共同研究によって開発された

「安心・安全・高品質」のクッションで、特許を取得した商品です。
MOGU®は、よく似た商品とは一線を画すクオリティで、日本のインテリア市場で多くの皆様に

ご愛用頂いております。

気持ちいいだけじゃない

のチカラ

触  感 （リラックス効果）
［ MOGU® 心の安定効果の検証 ］

［ 脳波検査結果 ］

（株）消費科学研究所 調べ

α波

β波

α波

β波

MOGU®を抱いて10分間座った状態MOGU®を抱かずに10分間座った状態

重度の認知症の患者には、不安興奮・奇声を出すなどの症状がみられます。その重度認知症患者3名（80歳代）に

心のやすらぎを図る目的でＭＯＧＵ®クッションを抱いてもらい、癒しのケアをおこなったところ、「表情が穏やかに

なる」「笑顔が出た」「奇声がなくなった」などの良好な結果が得られました。

ＭＯＧＵ®クッションを抱きしめた時の、「懐かしさ」「暖かさ」が感性に良い影響を与え、またＭＯＧＵ®の「手触り」が

触感や温感を刺激し、安心感や心地良さが得られたという報告が医療機関からありました。

MOGU®を抱いた患者の脳波は
リラックス状態を示すα波が

強く現れている。

耐久性 安全性

伸縮性 浮揚力

触感
リラックス効果

保温性

流動性 体圧分散

は

伸縮性生地（ナイロン85％、ポリウレタン15％※）で

さわり心地の良さ・流動性・体圧分散性…、
MOGU®の機能性を最大限引き出せるよう
オリジナルに設計された上下左右2方向
に伸縮する生地です。スポーツ衣料の技
術も取り入れ、吸湿速乾性にも優れてい
ます。

※商品によって異なるものもございます。

パウダービーズ®（発泡ポリスチレン）と

パウダービーズ®は直径1㎜以下の微細な
ビーズに特殊コーティングを施し流動性
を高め、摩擦音を軽減しました。
ビーズは主に炭素からなる物質で、無害で
万一誤飲しても消化されずに排出され
ます。
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体圧分散
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■ MOGU®の枕
■ 低反撥ウレタン枕
■ 綿枕

ＭＯＧＵ®は流動体であるパウダービーズ®と上下左右に2倍まで伸張する

スパンデックスによって物体の加重面を包み込むように追従し、受圧面積が

増えることによって圧力を分散する性質をもっています。

これは低反発ウレタンのような面を変形させて受ける構造とは違い、物理

特性により高い体圧分散効果があります。褥瘡介護において、側位の姿勢保持

のための補助具としても最適であると思われます。

保温性
パウダービーズ®の97%は空気であり、その気密性の高さと質量あたりの

空気の含有量は他の素材と比べると非常に多く、高い保温性を持ちます。ネッ

ク（首）ウォーマー、タミ-（腹）ウォーマーなど部分的に暖めるものからウイン

ターウェアの中材として広い範囲を暖めるのにも抜群の保温力を発揮します。
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パウダービーズ®

パウダービーズ®内部の気泡はきめ細かく均一で、気泡壁が
多いことからビーズ一粒の圧縮強度も高いといえます。

データ出所 ： 積水化成品工業株式会社

  気泡が細かく、
粒径が揃っている

気泡の顕微鏡写真

耐久性・流動性 （パウダービーズ ®）

発泡スチロールの圧縮強度は倍率（原料を発泡させてビーズにする倍率をいい

ます）が低いほど比重が高くなり、強くなる（へたりにくくなる）ことが分かっていま

す。従来のビーズクッションは、倍率90倍（比重0.011）、直径2㎜～5㎜の発泡スチ

ロールビーズでしたが、パウダービーズ®の倍率は20～40倍で直径約0.5㎜と小さ

く、平均すると約２倍の圧縮強度があります。

また、ＭＯＧＵ®のパウダービーズ®はビーズ同士の摩擦係数を抑え流動性を

高めるため、特殊コーティングしています。その結果、摩擦音を抑え静電気の発生も

抑制する効果があります。
パウダービーズ®

パウダービーズ®は、硬質の独立気泡を有する発泡体であり、
97％は空気でできています。

発泡体の持つ浮揚力を利用し、例えばＭＯＧＵ®商品の中で、

いろいろ便利な穴あきクッションといった穴の空いたクッションを

腕にとおすことで、津波など自然災害時に役立つことが期待できます。

浮揚力

パウダービーズ®は、当社と積水化成品工業株式会社の共同開発により、クッション ・ 枕 ・ 衣料用に
開発した素材です。

パウダービーズ®の原料である発泡スチロールビーズは従来、工業用目的で成型をして食品保冷箱、家電緩衝材などに

使われていますが、このままクッション材に転用すると発泡するのに用いる溶剤が残ってしまい刺激臭が発生します。

そこで我々は日本で唯一、2段法（ビーズを作ってから溶剤を含浸させる製法）のプラントを持つ、積水化成品工業（株）

と細部にわたる成分調整を行い、クッション材として残留溶剤分が他社のものに比べきわめて低い（より0に近い）

58ppmの素材を作ることができました。これは2段法を持つ積水化成品工業（株）だけができる製法のメリットです。その

ひとつとしてパウダービーズ®はカップ麺の容器などに使用する原料を応用しており、米国ＦＤＡ（米国食品医薬品局）の

厳しい審査の中、安全性の認可を取得した唯一のクッション材です。万一、誤飲しても無害で、消化されずに排出されます。

パウダービーズ ®の安全性

［ ビーズ他社比較 ］

●上記数値は実測値の一例であり、保証値ではありません。 2003年12月15日測定

データ出所 ： 積水化成品工業株式会社

製造メーカー MOGU® 他 社
国内ビーズ

他 社
中国製ビーズ 人体に及ぼす影響の目安 危険有害性

シクロヘキサン 0 0 10,400

トルエン

エチルベンゼン

クメン

Oーキシレン

スチレン

合　計

溶
剤
分（
ppm
）

霊長類に本化合物を1243ppmの濃度で6時間/日、50週にわた
り吸入曝露した試験では異常は認められなかった

100ppmでは強い臭気があるが慣れを生じやすい。
200ppm以上で眼と上部気管支に刺激作用が見られる。
200ppm～700ppmで眠気・吐気・頭痛・疲労・目眩が見られる。

高濃度で曝露すると目眩・嘔吐・頭痛・眠気・平行感覚減少・昏睡
等中枢神経系統に影響がある

■軽度の麻酔作用
■刺激性

0 53 712

46 178 158

0 43 30

■目眩・嘔吐・頭痛・眠気
■平行感覚減少・昏睡等

0 73 1,372

58 347 12,698

■長期の曝露では頭痛・疲労
　感・吐気・目眩が起こり得る
■皮膚と眼に中程度の刺激性

100ppmで一過性の刺激、200ppmで上気道の刺激・倦怠感・知覚
異常・共同運動障害、400ppmで目の刺激・流涙・興奮、600ppmで
倦怠感・興奮・軽度の吐気、800ppmで鼻汁・金属臭・眠気・頭痛・
倦怠感・吐気・平行感覚減少・運動失調が認められる。高濃度では
知覚障害・視力障害・めまい・吐気・意識消失・虚脱など

■眼・皮膚及び気道に刺激性
■中枢神経に抑制作用

クメンによるほとんどの遺伝
毒性試験データは陰性である

12 0 30
■呼吸器刺激
■中枢神経抑制作用

他社に比べ残留溶剤分がきわめて低い

「ＭＯＧＵ®」および「パウダービーズ®」は株式会社MOGUの登録商標であり、世界主要国において取得済みです。
また、「ＭＯＧＵ®」及び「パウダービーズ®」の製法製品特許は、株式会社MOGUと積水化成品工業株式会社との

共同出願にて世界主要国に申請済みであり、日本及び台湾では特許取得済みです。

保温

人体
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